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　Abstract : In case where the water in the tank and the room-air within the vinyl house were
heated by means of the hot blast sent out from the small-sized hot blast heater for 12consecutive
hours from 20 : 00 to ･8: 00 in the next morning, the following test results were obtained｡
　1). In the lapse of 4 hours after the hot blast heater started through the ignit･ionat 20 : 00，
the hot blast enabled the water temperature, room-air temperature and gravel temperature to rise
t0 7.0°C, 3.0°C-4. 0°Ｃand ４.5°C, respectively｡
　2). At the time from ７: 00 t0 8 : 00 in the next morning the hot blast enabled the water tern-
perature, room･air temperture and gravel temprature to maintain as high as　26.0°C-27.0°Ｃ，
13.0°Ｃ－15.0°C,and 14.9°Ｃ－16.0°C,respectively.
　ビニールハウスの養液栽培における問題点の一つは冬期間における液温の低下であり，この対策
として熱風加温機の熱風を利用して培養液を加温出来ないものか，出来るとすれば培養液の水温上
昇に対してどの程度まで期待することができるか，さらにこのような装置を設備することによって
ハウス内の室温にどの程度の影響があらわれるかを知るために，高知大学農学部付属農場におい
て, 1966年２月に実験を行なったのでその結果を報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　材料および方法
　施設面積700 m2 の半鉄骨式ピニールハウスを使用して，厚さ0.075mmのビニールを被覆し，
内部を４等分して，その４分の１に相当する175 m2 のところに厚さ0.05mmのポリフィルムで
周囲および屋根にカーテン式内張りを行って二重被覆とした。その内部には欄耕施設があり, Fig.
1・2のような約５ｍ３のコンクリートタンクに水深0.4 mに培養液を入れ，ニューポット式熱風
暖房機の熱風吹出し口に，亜鉛引鉄板製のダクトを連結し，このダクトの吹出し口に長さ22m・
直径８ｃｍ・厚さ0.05 mmのポリダクトを連結し，暖房機の熱風で培養液と室内を同時に加温し
た。測点はFig. 3の2～12の11点で，12点式電子管記録計を用いて各測点に感温部を設置して経
時的に温度測定を行なった。
　測点の位置は，水温は培養液タンクの水底，腺温は礦表面より５ｃｍの欄中，室温はＡ･Ｂ･Ｃ・
Ｄの各位置で行ない，室温上・下の温度差を考慮して下部は地表面より0.5m上，上部は地表面
より1.0 m上で測定した。
　測定時刻は20時～24時と翌朝の７時～８時20分の２回に分けて３日間連続測定を行ない，その平
均値を求めて表示した。
　なお，ニューポット式暖房機の型式はＹＯＳ－1501型で，モーターは８分の1PS・加温能力面積
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Fig. 2. The sectional view of hot blast heatin
　　　　gdevice.
165m''～300m2･発熱量5,000～20,000 Kcal/h･
燃料消費m 0.6～2.0 l/h,ポンプ出力12 m3/
ｍｉｎの仕様である。
　・　　　結果および考察
　８分の1 PSの少型モーターから吹き出され
た熱風が養液タンクの水底に沈められたダクト
内に送りこまれて，ダクト自体を暖めるため，
その放熱によって培養液タンク内の水温を暖
め，さら｀に培養液タンク内を通過した熱風はビ
ニールハウス内に設置したダクトに送りこまれ
るためその放熱で室内を加温することができ
た。
　その状況をみると，前半夜の加温結果は
Table 1. Fig. 4のとおりで，点火前の水温は
14.0°Ｃであったが，20時に点火すると１時間
後が17丿５°･Ｃ・２時間後18.5°Ｃ ・ 3 時間後20.5
°Ｃ・4時間後21.0°Ｃとなって,点火後４時間で
7.0°Ｃの水温上昇がみられた。また，室温は点
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　　　　　　　　　　　　Fig. 4. Temperature changes. 20 : 00-24 : 00
火４時間後にj測点Ａ位置で上部5.2°Ｃ ・下部3.5°Ｃ，Ｂ位置で上部4.1°Ｃ ・下部2.0°Ｃ，Ｃ位置
で上部4.0°Ｃ ・ 下部2.8°Ｃ，Ｄ位置で上部4.9°Ｃ ・下部3.5°Ｃの温度上昇が認められた。さらに，
ハウス全体の室温の平均は，上部で4.6°Ｃ ・下部で3.0°Ｃの温度上昇結果が得られた。また鼎温の
変化は，点火前10.3°Ｃであったものが，点火１時間後11,2°Ｃ ・ 2 時間後12.5°Ｃ ・ 3 時間後14.2
°Ｃ・4時間後14.8°Ｃとなって，室温の暖まりと平行して加温効果か認められた。
　つぎに前夜より連続して加温した場合早朝の加温結果はTable 2, Fig. 5のとおりで７時～８
時において，水温は26.5°Ｃより27.0°Ｃに保持された。　また室温はＡ位置で上部17.8°Ｃ ・ 下部
14.5°Ｃ，Ｂ位置で上部15.8°Ｃ ・ 下部13.1°Ｃ，Ｃ位置で上部15.0°Ｃ ・ 下部13.7°Ｃ，Ｄ位置で上
部14.4°Ｃ ・下部10.9°Ｃの結果が得られ，ハウス全体の室温の平均は，上部で15.8°Ｃ ・ 下部で13.0
°Ｃとなった。さらに鼎温も14.9°Ｃ～15.2°Ｃの温度か保持された。
　以上の結果からみて，熱風加温機を利用した本装置によって培養液の加温に対してもある程度の
効果のあることが認められ，あわせて室温・鼎温の加温にも役立つことが立証された。
　主要果菜類の根毛発生の最低温度は12.0°Ｃ～14.0°Ｃと考えられているところから鼎温か15.0°Ｃ
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　内外に保持されていれば，冬期の養液栽培に
おいて早朝に給水しても低水温による生理障害
の心配は回避できるものと思う。なおFig. 5
にみるように早朝において欄温か室温の平均よ
り1.0°Ｃ～1.5°Ｃ高くなっているが，これはハ
ウス外よりの冷えこみが牒温に直接影響を与え
ず，腺はまた空気より冷えにくいことによるも
のであろう。
　　　　　　　要　　　　約
　小型熱風加温機の熱風を利用して20時より翌
朝８時まで連続してビニールハウス内の水槽の
水および室内を同時に加温したところ，つぎの
結果を得た。
　1)｡20時に点火して加温を開始し。その後４
時間の間に水温を7.0°Ｃ ・ 室温3.0°Ｃ～4.0°Ｃ･
鼎温を4.5°Ｃ昇温さすことが出来た。
　2)｡翌朝７時より８時の間において水温を
26.0°Ｃ～27.0°Ｃ ・ 室温を13.0°Ｃ～15.0°Ｃ ・課
温を14.9°Ｃ～16.0°Ｃ保持することが出来た。
(昭和50年９月25日受理)
